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■ 正イオン/負イオンの同時分析が可能
これまでのQ-TOFでは正イオン分析と負イオン分析の両方を実施する場合、それぞれ分けて計2回の測定が必要でしたが、

LCMS-9050では1回の測定で完了することができます。 前処理したサンプルを同一条件下で、正負イオンを時間差なく検出することが

できるため、分析データの確度が向上します。出力されるデータファイルも一つにまとまるため、正イオン/負イオンの分析結果を簡単に

比較することも可能です。
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2度分析する必要があった… 1度の分析でOK！

高 性 能 ＆ 扱いやすい
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構造式

LCMS-9050 LCMS-9030 アプリケーション詳しくはWebへ

■ 高い質量精度のMS/MSデータを取得可能
LCMS-9050/9030は、LCMSシリーズから継承した島津独自の特許技術により、優れた質量精度を実現します。特に、MS/MSの質量精度が

高く、以下の事例のように理論値との誤差1 mDa以下でフラグメントピークのデータを取得可能です。そのため、データベース検索に

おいて、MS/MSのトレランスを緩めることなく厳しめに設定することで、候補化合物数を大幅に絞り込めます。初心者の方でも確度の高い

定性分析を行って頂けます。

■ ソフトウェアは完全日本語対応
LabSolutions Insight Exploreでは、多検体の定量解析処理に

加えて高分解能・高質量精度質量分析計データを用いた精度の高い

ライブラリ検索、構造解析、組成推定、多価イオン解析が可能です。

定性解析から定量解析までをサポートします。完全日本語対応の

ため、初心者の方でも扱いやすく、また分析業務の引継ぎも

スムーズに行って頂けます。

MS/MSスペクトル


